
　

熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
私
の
親
戚
も
熊
本
市
楠
に

居
り
、
四
月
十
六
日
に
飲
み
水
が

足
り
な
い
と
連
絡
が
あ
り
、
ス
ー

パ
ー
に
て
水
を
送
ろ
う
と
し
ま
し

た
が
配
送
便
が
な
く
、
福
岡
に
住

む
妹
に
水
を
送
り
そ
こ
か
ら
妹
の

連
れ
合
い
に
届
け
て
も
ら
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
地
震
や
洪
水
が
頻
発

し
て
い
ま
す
。
た
だ
で
き
る
こ
と

は
、
減
災
で
あ
り
住
民
の
連
帯
感

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

減
災
と
言
え
ば
薄
川
の
薄
川
橋

上
流
は
川
底
が
見
え
る
ほ
ど
良
く

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
下
流
は

ス
ス
キ
や
雑
木
だ
ら
け
で
あ
り
ま

す
。
本
庄
橋
付
近
は
川
底
が
高
く

枯
草
が
詰
ま
れ
ば
洪
水
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
逢
初
町

の
住
民
に
て
二
日
間
草
刈
を
行
い

ま
し
た
が
、
猫
の
額
ほ
ど
で
し
た
。

「
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
だ
ろ
う

か
」
と
。

　

連
帯
感
を
強
め
る
に
は
、
隣
組
・

町
会
・
地
区
が
行
う
行
事
だ
と
思

い
ま
す
。
面
倒
く
さ
い
と
思
わ
ず

進
ん
で
行
事
に
参
加
す
る
だ
け
で
、

連
帯
感
が
生
ま
れ
、
何
か
楽
し
い

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
逢
初
町　

西
口
賢
一
）

　

本
年
度
、
庄
内
地
区
公
民
館
長

会
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
元
よ
り
力
は
有
り
ま
せ
ん

が
先
輩
諸
氏
に
ご
指
導
を
い
た
だ

き
な
が
ら
活
動
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

四
月
十
四
日
の
M
６・５
の
前
震

そ
の
後
M
７・３
の
本
震
と
今
だ
収

ま
ら
な
い
熊
本
地
震
の
報
道
を
見

な
が
ら
背
筋
が
寒
く
な
る
思
い
で

お
り
ま
す
。
わ
が
地
域
に
も
活
断

層
が
あ
り
「
他
人
ご
と
」
で
は
な

く
「
自
分
ご
と
」
と
捉
え
て
い
つ

何
時
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自
然

災
害
、
そ
の
時
ど
う
対
処
し
た
ら

良
い
か
、
五
年
前
の
松
本
地
震
を

教
訓
に
今
一
度
考
え
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
庄
内
地
区
各
町
会
の

公
民
館
活
動
も
活
発
な
所
、
そ
う

で
も
な
い
所
と
様
々
で
す
が
知
恵

を
出
し
合
い
公
民
館
活
動
を
活
発

に
行
い
人
間
関
係
の
希
薄
化
が
進

む
中
ご
近
所
の
力
を
今
一
度
見
直

し
住
民
同
士
の
顔
が
見
え
る
町
内

会
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

役
割
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
会
連
合
会
長
あ
い
さ
つ

公
民
館
長
あ
い
さ
つ

庄内地区町会連合会長
小西   倶彦

庄内地区公民館長
草間  秀

　

先
の
総
会
に
て
庄
内
地
区
町
会

連
合
会
長
を
引
き
受
け
る
事
に
な

り
ま
し
た
小
西
で
す
。
未
熟
な
私

が
会
長
の
重
責
を
担
う
事
は
甚
だ

身
の
縮
む
思
い
で
す
が
、
地
域
の

皆
様
の
ご
支
援
を
頂
い
て
精
一
杯

務
め
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
、
経
験
豊
富
で
行
動
力

の
あ
る
方
々
七
名
が
退
任
さ
れ
、

二
期
目
・
新
人
の
十
五
名
で
地
域

づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
前
年
度
事
業
報
告

の
今
年
度
の
課
題
と
し
て
二
件
残

さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
防
災
対
策

で
あ
り
ま
す
。
す
で
に
指
定
避
難

所
ご
と
に
作
成
し
た
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
机
上
訓

練
、
あ
る
い
は
実
質
訓
練
が
あ
り

ま
す
。
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
、

更
に
四
月
三
十
日
未
明
に
発
生
し

た
穂
高
付
近
で
の
二
回
の
地
震
、

こ
の
事
実
に
改
め
て
何
が
起
こ
る

か
を
想
定
し
て
「
備
え
を
再
確
認
」

す
る
作
業
を
当
地
区
防
災
委
員
会

で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
二
つ
目
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
展
開
で
す
。
こ
れ
は「
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
家
で
、
地
域
で
、

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
」

を
目
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、

生
活
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
を

作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
、
と
い
う

全
国
的
な
取
り
組
み
で
す
。
地
域

代
表
・
行
政
・
社
協
・
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
等
の
皆
様
を
含
め
何
が

出
来
る
か
を
見
出
し
実
質
展
開
し

て
い
き
た
く
思
い
ま
す
。
更
に
公

民
館
、
福
祉
ひ
ろ
ば
を
中
心
に
地

域
づ
く
り
活
動
に
力
を
入
れ
、
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
ぜ
ひ
地
域
の
皆

様
方
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
庄
内
地
区
公
民
館
長
を

務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前

年
度
迄
連
合
会
長
と
し
て
皆
様
に

大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。
そ
の
際
頂
い
た
ご
縁
と
経

験
を
ベ
ー
ス
に
、
館
の
運
営
に
当

た
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

庄
内
地
区
公
民
館
に
は
、
貸
館

と
し
て
皆
さ
ん
に
お
使
い
頂
く
役

割
と
、
部
門
別
に
作
ら
れ
た
委
員

会
の
委
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
く
二
面

が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
活
発

に
な
り
、
地
域
に
と
っ
て
便
利
で

楽
し
く
、
そ
し
て
つ
い
寄
っ
て
み

た
く
な
る
場
所
に
な
り
ま
す
よ
う

に
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
初

心
者
対
象
の
パ
ソ
コ
ン
勉
強
会
も

始
め
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
ネ
ッ

ト
で
知
ら
な
い
場
所
、
沢
山
の
仲

間
に
会
い
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

町
内
公
民
館
長
あ
い
さ
つ庄内地区町内公民館長

会長  鈴木  健一

松 本 市 公 民 館 報③ 2016（平成 28）年 5 月 30 日（月） 第 61 号【庄内版】

庄 内 地 区
平成28年５月１日現在人口

世帯数
　男
　女
合 計

6,772戸
7,472人
7,438人

14,910人

庄内地区公民館発行 （ゆめひろば庄内）
電話 24-1811
FAX 24-1812



　

庄
内
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

広
報
委
員
会
は
今
年
４
月
、
庄
内

地
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
庄
内
玉

手
箱
」
を
立
ち
あ
げ
ま
し
た
。
協

議
会
の
活
動
や
庄
内
地
区
の
今
を

紹
介
す
る
「
庄
内
地
区
N
ｏ
ｗ
」、

住
民
の
皆
さ
ん
が
出
演
す
る
「
わ

れ
ら
庄
内
人
」、
小
中
学
生
の
活
動

や
声
を
届
け
る
「
庄
内
っ
子
通
信
」、

地
区
公
民
館
等
で
活
動
す
る「
サ
ー

ク
ル
紹
介
」
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く

り
へ
の
意
見
や
相
談
を
お
受
け
す

る
コ
ー
ナ
ー
も
作
り
ま
し
た
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
検
索
は
「
庄

内
玉
手
箱
」
で
。
ス
マ
ホ
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

　
今
後
号
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民

館
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
、
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

館
報
編
集
委
員
を
募
集
！

　
地
域
の
様
々
な
話
題
や
問
題
な

ど
を
地
域
の
方
々
に
発
信
し
て
い

き
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
公
民

館
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
町
会
長

　
梶
山
　
三
男
（
南
新
町
一
）

　
浅
輪
　
正
司
（
南
新
町
二
）

　
鎌
倉
　
良
人
（
逢
初
町
）

　
上
田
　
秀
一
（
新
家
町
）

　
小
松
　
恵
三
（
庄
内
町
）

　
上
松
　
賢
司
（
豊
田
町
）

　
竹
内
　
正
美
（
出
川
町
第
一
）

　
丑
山
　
正
治
（
出
川
町
）

　
横
山
　
幸
信
（
並
柳
）

　
青
木
　
健
太
（
並
柳
団
地
）

○
森
崎
　
　
靖
（
神
田
）

○
筒
井
　
文
男
（
三
才
）

　
横
内
　
和
弘
（
筑
摩
）

◎
小
西
　
倶
彦
（
筑
摩
東
）

　
高
山
　
和
祐
（
中
林
）

◆
公
民
館
の

　 

明
日
を
語
る
会

　（
公
民
館
運
営
委
員
）

○
小
西
　
倶
彦

　
鈴
木
　
健
一

　
小
澤
　
　
勝

　
西
口
　
賢
一

　
西
口
恵
利
子

　
小
林
　
　
孝

　
宮
林
　
孝
子

　
百
瀬
　
雅
仁

　
茂
住
　
光
延

　
大
嶋
　
健
資

　
横
山
　
正
志

◆
文
化
委
員

○
小
澤
　
　
勝

　
木
村
　
成
雄

　
小
泉
紀
代
子

　
竹
ノ
内
み
つ
子

　
中
川
　
　
浩

　
宮
林
　
孝
子

　
森
崎
　
　
靖

　
吉
田
　
昌
照

◆
図
書
・
視
聴
覚
委
員

○
小
林
　
　
孝

　
小
林
　
幸
代

　
西
口
恵
利
子

　
田
島
　
伊
織

　
杉
田
　
祐
香

　
池
野
　
理
恵

　
本
南
　
静
代

　
降
旗
　
敦
子

◆
子
育
て
委
員

○
西
口
恵
利
子

　
小
林
　
幸
代

　
赤
羽
　
蔦
子

　
上
條
　
里
子

　
塩
野
崎
和
子

　
上
田
　
敦
子

　
草
間
み
ち
よ

　
本
南
　
静
代

　
田
島
　
伊
織

　
池
上
　
佳
代

　
降
旗
　
敦
子

　
伊
藤
　
恵
子

◆
館
報
編
集
委
員

○
西
口
　
賢
一

　
平
出
　
賢
一

　
大
須
賀
雅
恵

　
久
高
　
　
誠

　
小
澤
　
　
勝

　
西
口
恵
利
子

　
岩
岡
　
悦
子

　【
全
市
版
委
員  

兼
務
】

◆
町
内
公
民
館
長

　
高
木
　
常
行
（
南
新
町
一
）

　
太
田
　
　
恵
（
南
新
町
二
）

　
久
高
　
　
誠
（
逢
初
町
）

○
平
出
　
賢
一
（
新
家
町
）

　
中
村
　
　
亨
（
庄
内
町
）

　
宮
内
　
聡
光
（
豊
田
町
）

　
小
澤
　
義
幸
（
出
川
町
第
一
）

◎
鈴
木
　
健
一
（
出
川
町
）

○
前
島
　
純
一
（
並
柳
）

　
青
木
　
健
太
（
並
柳
団
地
）

　
神
澤
　
孝
義
（
神
田
）

　
堀
江
　
泰
夫
（
三
才
）

　
岩
岡
　
悦
子
（
筑
摩
）

　
小
林
太
兵
衛
（
筑
摩
東
）

　
横
内
　
昤
子
（
中
林
）

平
成
二
十
八
年
度
庄
内
地
区
　
町
会
長 

町
内
公
民
館
長

庄
内
地
区
公
民
館
委
員
（
○
委
員
長
）

（
◎
会
長  

○
副
会
長
）

（
◎
連
合
会
長  

○
副
会
長
）

　

四
月
一
日
付
の
異
動
で
庄
内
地

区
公
民
館
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

着
任
し
て
す
ぐ
弘
法
山
古
墳
桜

ま
つ
り
や
千
鹿
頭
神
社
の
御
柱
里

曳
き
祭
と
い
っ
た
地
区
行
事
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地

元
の
皆
様
の
、
熱
気
に
溢
れ
た
力

強
い
姿
に
大
き
な
感
動
を
受
け
る

と
共
に
、
そ
の
中
で
働
か
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　

経
験
の
浅
い
未
熟
者
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
地
元
の
皆
様
か
ら
少

し
で
も
多
く
の
事
を
学
び
な
が

ら
、
業
務
に
励
む
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

公
民
館
主
事
あ
い
さ
つ庄内地区公民館

主事  奥原  直弥

丸の内消防署 庄内出張所
所長  田中  康路

松本警察署 庄内交番
所長  柳澤  久

着
任
の
ご
紹
介

庄
内
地
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
し
た
！

平成28年3月13日執行
松本市長選挙投開票結果

次の参議院選の投票率を高めましょう
あなたの一票で
明日の日本が決まる

投票に行かない者は、政治を語るべきではない

町会名 投票率 順位
逢初町 55.60% 1
神田 54.46% 2
南新町２丁目 53.60% 3
新家町 48.20% 4
南新町１丁目 47.68% 5
中林 46.91% 6
筑摩 44.88% 7
筑摩東 44.73% 8
庄内町 44.26% 9
並柳 43.78% 10
豊田町 43.26% 11
出川町 41.97% 12
三才 40.32% 13
出川町第１ 40.03% 14
並柳団地 33.80% 15

地区名 投票率 順　位
奈川地区 72.09% 1
新村地区 60.61% 2
安曇地区 60.17% 3
　 ～

芳川地区 45.42% 31
笹賀地区 45.02% 32
庄内地区 45.00% 33
鎌田地区 44.37% 34
松南地区 43.65% 35
無効票 613票
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